
令和 3年度 精華高等学校 学校経営計画及び学校評価 

１ 本校がめざす学校像 

 １ 建学の精神および教育目標（自立・協調・創造）に基づき、生徒の可能性を最大限伸ばす教育を行う。 

  ２ 生徒指導の充実と共に、基本的生活習慣の確立、マナーの向上を目指す。 

  ３ きめ細かい進路指導の下、生徒の多様な希望進路を実現する。 

 ４ 新コースの教育内容（新カリキュラムを含む）を策定するとともに、各コースの教育内容の充実を目指す。 

  ５ 特進選抜・総合コースを中心に、大学進学実績を向上させる。 

  ６ 部活動を活性化させ、その活動を通じて地域社会に貢献する。芸術・文化・スポーツ活動の盛んな高校をめざす。 

 

２ 中期目標（到達目標として） 

１ 日々の授業を充実させると共に、生徒に将来の目標を持たせ、意欲的に学習に取り組む環境を整える。 

  ２ 特進共通コースにおいては、高校生としての自覚を持たせ、生徒の基本的生活習慣の確立、マナーの向上を目指す。落ち着い

た雰囲気の中で、授業を受ける体制を作る。いじめや生徒間トラブルが起きないように、協調性や社会性を身につけさせる。 

 ３ 特進選抜コースでは、授業の充実はもちろん、放課後・長期休業中の講座を通して大学受験についての必要な学習内容を習得

する。大学進学実績の充実を図る。 

 ４ IT 総合コースでは、挨拶・礼儀、約束遵守、身だしなみ等、基本的な生活習慣を身につけさせる。また、コースの専門性を

更に高め、情報化社会に対応出来るスキルを持った生徒の育成を図る。 

 ５ 環境福祉コースにおいては、コロナ禍の中で、保育所や幼稚園・こども園、また、高齢者施設での交流は困難な状況であるが、

出来ることを探っていく。その中で主体的に物事に取り組む姿勢を育む。また、環境問題や社会福祉に対する高い意識を持っ

た生徒を育成し、社会に貢献する力を育む。多様な個性への許容の心を育てる。               

 ６ スポーツ健康コースでは、集団行動により、協調性の育成をめざす。また、素直で思いやりのある心を育てる。さまざまなス

ポーツやトレーニングに関する知識を学び、専門種目の技術を向上させると共に、自らの健康の保持増進に努める。 

 ７ 特進総合コースは、大学進学に力を入れると共に、多様な進路に対応するため機能性の高いコースをめざす。さまざまな進路

希望を持つ生徒に即した、学習環境を充実させる。 

 ８ グローバル化の進展に伴い、国際理解教育に取り組む。 

 ９ 本校特別強化クラブである吹奏楽部を中心に、強化クラブである硬式野球部・サッカー部・卓球部・剣道部・演劇部を強化す

る、また、その他の運動部・文化部においても、部活動の強化、活性化を図る。また、それらの部活動を通じて地域社会に貢

献して行く。 

 10 学校施設・設備の充実、また、トイレの改装に引き続き取り組み、清潔・安全な学校をめざす。それに伴い、生徒の美化意識

を高める。 

 11 広報の充実・強化、ホームページの更なる充実を図り、本校の魅力を積極的に発信出来る体制を確立する。また、SNS 等によ

る情報発信を検討していく。 

 12 教育改革会議において、引き続き本校教育の中身を検討すると共に、来年度からの新カリキュラムを策定する。 

 13 新コースの立ち上げに伴い、本校のコース制の進化・再編を行い、生徒募集につなげる。また、本校のめざす教育、本校の将

来像を示して行く。     

【学校教育自己診断の結果と分析】 

令和 3年度の学校運営自己診断 （令和 4年 2月実施 教職員自己評価アンケートをもとに） 

◎ 教育内容 

◎ 生徒指導・支援   

◎ 教員研修・資質向上 

◎ 総合評価 

    

 

 

 

 

 

 

 

 



学校協議会からの意見（令和 3年１１月 実施分） 

出席者  

 堺市福田校区自治連合会長、 堺市東陶器校区自治連合会長、堺市西陶器校区自治連合会長 

精華高等学校保護者会会長、 精華高等学校同窓会会長 

 精華高等学校校長、 精華高等学校副校長、 精華高等学校教頭、精華高等学校参与 精華高等学校事務長 

精華高等学校教務部長、   精華高等学校生徒指導部長、  精華高等学校生進路部長 

精華高等学校ミドルリーダー 

配付資料  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



PLAN（重点目標） DO（具体的取組み） CHECK（自己評価） ACTION（改善のための方針） 

１日々の授業を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２高校生としての自覚を持

たせ、基本的な生活習慣を

身に付けさせる。落ち着い

た雰囲気の中で、授業を受

けさせる。将来を見据えた

的確なコース選択をさせ

る。学び直しを実施する。                               

  

 

 

 

 

 

 

 

３中学校までの復習を実施

し、苦手科目を克服する。

学習の習慣を身に付けさ

せる。授業と講座を通じ

て、大学受験に必要な学力

を習得させる。大学進学に

関する情報を提供すると

共に、自ら調べる力を養成

する。入試問題を数多く解

き、受験に対応出来る実力

を身に付けさせる。志望校

に合格させる。                                      

  

 

 

教員の授業に対する意識を高

める。工夫されたわかりやすい

授業を実践する。研究授業を充

実させ、授業公開を増やす。 

 

 学校自己評価「授業公開状

況」「学習指導において、生徒

の実態に合わせた指導方法の 

工夫・改善を行っている」およ

び各コースの教育内容に関す

る学校自己評価、また保護者評

価「内容がわかりやすい充実し

た授業が多い」「生徒が興味・

関心を持って取り組むことが

出来るような授業が多い」「各

コースにおける専門教科の授

業内容は充実している」等を確

認しながら評価する。 

 

入学直後に、オリエンテーショ

ンを２日実施する。授業中・昼

食時の巡回を実施する。週１回

のコース朝礼においては教員

輪番で講話を行い、早朝学習

（マナトレ）を実施する。ワン

スッテプノート・スタディサプ

リを活用し、進路に結びつく基

礎力・応用力を身に付ける。 

 

 学校自己評価、また保護者評

価等を確認しながら、特進コー

ス長とのヒアリングをもと 

に評価する。 

 

放課後・長期休業中の受験講座

を充実させる。早朝学習・コー

ス合同テスト・大学見学 会・

進路講演会・勉強合宿等を実施

する。募集対策室・広報を中心

に、広報を強化し、特進選抜コ

ース入学生の増加を図る。特進

共通コースからの転コースを

促すため、生徒の大学進学に対

する意識を高めるよう 指導

する。 

 

学校自己評価「生徒一人ひとり

の興味・関心・適性に応じた進

路選択ができるような支 援

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

４IT 総合コースでは、規律

を重んじ、高校生としての

自覚を持たせる指導を行

う。プレゼンテーションや

コミュニケーションの能

力を更に向上させる教育

を行う。情報モラル教育を

行う。情報に関する専門性

を高め、さらに魅力的なコ

ースにしていく。                                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５高校生としての自覚を持

たせ、基本的生活習慣を確

立させる。環境福祉コース

の特色を活かした教科実

習や活動を通じて、やさし

く思いやりのある心を育

む。また、環境や福祉に対

する専門性を高め、更に魅

力的なコースにして行く。                                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

体制がある」、また保護者評価

「学校は進路に関する連絡や、

情報提供を十分にしている」

「学校は進路に関する保護者

や生徒の相談に乗っている」等

の満足度の結果を確認し、保護

者の意見欄を参考にしながら、

特選コース長とのヒアリング

をもとに評価する。 

 

基本的生活習慣を確立させ、遅

刻・欠席をなくす指導をコース

全体で取り組む。コンピュータ

に関する資格取得率 100％をめ

ざす。情報モラル教育を強化

し、ネット関係のトラブルを未

然に防ぐ。プレゼンテーション

の方法を学び、コミュニケーシ

ョン能力を向上させる。情報系

の専門学校と連携し、専門的な

講座の開講を企画・実施する。 

 

 ６月・11月に実施される保護

者懇談会における意見と、学校

自己評価「情報能力育成」 「情

報モラル指導」、年度末の保護

者評価アンケート結果および

意見欄を参考にして、IT 総合コ

ース長と検討を加え評価する。 

 

 

 

遅刻・欠席については実習先と 

の関係があるので、厳しく指導 

する。コース朝礼において、生 

徒のプレゼンを実施する。保育 

所や幼稚園・こども園、また、 

高齢者施設での実習・交流を引 

き続き充実させる。ビオトープ 

実習や、無農薬野菜の栽培を通 

して、環境問題に対する高い意 

識を持った生徒を育成する。介 

護職員初任者研修を実施する。 

 

  ６月・11月に実施される保護

者懇談会における意見と、学校

自己評価『環境教育』の項目、

年度末の保護者評価アンケー

ト結果および意見欄を参考に

して、環境福祉コース長と検討



 

 

 

 

６スポーツ健康コースでは、

集団行動と協調性の大切

さを意識させ、時間厳守を

守らせる。 

 コースの特色ある授業や

体験実習を通じて、素直で

思いやりのある心を育む。

さまざまなスポーツやト

レーニングに関する知識

を学び、自らの健康の保

持、増進に努める。 

                                       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７大学進学に力を入れる。ま

た、生徒の多様な進路希望

のサポートを行い、希望進

路の決定につなげる。公務

員希望や就職希望、専門性

の強い学問分野など多様

な進路に対応するため、各

種検定試験や補習授業の

充実を図る。特に英語検定

に力を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を加え評価する。 

 

 

 

遅刻・欠席をできる限り少なく 

するために、保護者との連携を 

しっかり行う。ゴルフ実習や、 

金剛登山等コース行事を通し 

て心身を鍛え、スポーツの楽し 

さを学ぶ。コース講演会やテー 

ピング実習を行い、専門的な知 

識を学ぶ。身体体力測定やマラ 

ソン大会などの補助役員を務 

め、集団に貢献する心を養う。 

早朝学習を実施する。 

 

 ６月・11月に実施される保護

者懇談会における意見と、学校

自己評価「健康・食育」、 「ス

ポーツ活動、芸術文化活動を計

画的に教育活動に取り入れて

いる」、年度末の保護者評価ア

ンケート結果および意見欄を

参考にして、スポーツ健康コー

ス長と検討を加え評価する。 

 

学習習慣を確立させ、基礎学力

を底上げする。また、コース独

自の補習により、学習体 制を

強化する。スタディサプリ・

MANABOSS の活用により、放

課後や家庭学習において基礎

学力の向上や受験科目の勉強

を積極的に促す。漢字検定や英

語検定などの資格取得を積極

的にめざす。大学進学実績の向

上と共に、専門学校や公務員・

就職などの多様な希望進路を

実現させる。 

 

 ６月・11月に実施される保護

者懇談会における意見と、学

校自己評価、年度末の保護者

評価アンケート結果および

意見欄を参考にして、特進総

合コース長と検討を加え評

価する。 

 

  

 



８国際理解教育に取り組む。                                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９特別強化クラブである吹

奏楽部を中心に、強化クラ

ブである硬式野球部・サッ

カー部・卓球部・剣道部・

演劇部を中心に、部活動を

活性化させ実績に結びつ

ける。また、学園として金

銭的な援助を行う。それら

の活動を通じて地域社会

に貢献して行く。                                      

  

 

 

 

 

 

 

 

10 トイレの改修・洋式化に

引き続き取り組み、清潔・

安全な学校をめざす。それ

に伴い、 生徒の美化意識

を高める。                                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人参加型の語学研修を実施

し、成功させる。その際、事前

指導・事後指導をしっかり 行

う。大阪府グローバルリーダー

育成・留学促進事業に参加す

る。海外の学校との姉妹提携を

模索し、交換留学生の制度を確

立する。オンライン英会話の実

施に伴い、その内容を英語科と

共に充実させる。 

 

 学校自己評価における、「国

際理解」の項目において、評価

の肯定率 70％以上をめざす。 

 

部活動推薦生徒（専願）の本校 

入学者数を増やすため、優遇制 

度の拡充を更に行い、広報活動 

を強化する。オープンスクール 

の参加人数を増やし、部活動推 

薦生徒の入学生増加を図る。吹 

奏楽部・ボランティア部・演劇 

部等を中心に、地域社会に貢献 

する。 

 

 学校自己評価における、「部

活動」の項目並びに保護者評価

「部活動は活発である」の 項

目において、評価の肯定率 70％

以上をめざす。 

 

 

 

昨年に引き続き、新館の男子生 

徒トイレを改装し洋式化する。 

講話や清掃指導により、生徒の 

美化意識を高める。 

 

 学校自己評価における、「環

境教育」の項目並びに、保護者

評価「学校の設備・備品は、 学

習環境の面においてほぼ満足

できるものである」「教室・特

別教室・運動場などの施設は、

活動しやすいように整備され

ている」「学校内は、清掃が行

き届いていて、清潔である」の

３項目において、評価の肯定率

70％以上をめざす。 

 



11 学校広報の充実・強化、

ホームページの更なる充

実を図る。                                        

  

 

 

 

 

 

 

 

12 教育改革会議において、

本校の新しい教育に向け

ての検討を重ねる。「教育

改革推進本部」を立ち上

げ、全館 ICT 化、アクティ

ブラーニングの推進、Ｅル

ーム（ICT教室）の活用等、

新しい教育を積極的に推

進して行く。 

                                      

  

 

 

 

13 新コース・カリキュラム

委員会において、コース制

のあり方を策定する。新カ

リキュラムの検討に入り、

カリキュラムを策定する。

本校のめざす教育、本校の

将来像を示して行く。                                      

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校広報を強化し、本校のイメ 

ージアップを図る。ホームペー 

ジを見直し、情報発信を 更に 

充実させる。本校の斬新な広報 

を継続する。 

 

 保護者評価「学校のホームペ

ージは充実している」におい

て、評価の肯定率 70％以上を

めざす。 

 

アクティブラーニング推進に 

ついては、「教育改革推進本部」 

を中心に各教科若手教員を組 

織し研究して行く。Ｅルーム 

（ICT 教室）の活用を進める。 

令和４年度にはWi-Fi環境を全 

教室に整備し、新入生一人一人 

にタブレットを持たせ新しい 

教育を始める。そのための具体 

的検討に入る。 

 

 学校自己評価を参考に、実施

状況を評価する。 

 

新コースの策定、コースの再編 

を行う。新カリキュラムを策定 

する。 

 

 学校自己評価を参考に、実施

状況を評価する。 

 

 


